
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人　読売日本交響楽団

２０１５ 年度  （第４期）

事　業　計　画　書

自　２０１５年４月　１日

至　２０１６年３月３１日

東京都千代田区神田錦町３-２０　錦町トラッドスクエアビル５階



 

２０１５年度事業計画  

 
（１）練習所問題について  

 ２０１５年度は練習会場の確保が大きな課題となる。  

 現在、川崎市多摩区にある読売日本交響楽団の練習所は、事務棟を約

２０年前に建て替えたのをはじめ、築５０年のホール棟も含めて何度も

修繕を重ねてきている。  

しかし、首都直下地震や南海トラフの巨大地震が想定されていること

から、財団は昨年１０月、三菱地所設計による本格的な耐震診断を行っ

た。その結果、ホール棟については、震度６強に耐えるには程遠い状況

であることが判明。震度６以下でも大きな地震なら、ホールの壁が倒壊

し、吊天井が落下する危険性が高いとのことだった。  

 財団は、この結果が出た以上、もはやホール棟を使用できないと判断

し、今年１月から練習所のホール棟の使用を停止した。事業提携関係に

ある池袋の東京芸術劇場や、現練習所に近い多摩市のパルテノン多摩、

昭和音大など複数の施設を転々として練習場所を確保している。ホール

の会場費だけでなく、付帯設備使用料、楽器の運搬費などの負担が増大

しており、１５年度の大きな経営圧迫要因になるとみられる。  

現在、読売新聞東京本社で練習所のホール棟の建て替え案などを検討

して頂いている。練習所の土地・建物とも読売新聞社、日本テレビ、読

売テレビの所有であり、支援三社で調整を進めて頂くことになる。  

 

（２）収益力の向上  

15 年度は定期演奏会など自主公演シリーズが最大規模の９系統（計７

３公演）になる。外部のホールや団体の発注で個別に演奏会を開く依頼

公演も好調で４５回を予定するため、年度内の公演数は従来の年間約１

００回を上回り、１１８回にのぼる見通し。これを反映し全体の演奏収

入も、かつてない６億６０００万円を超える水準が見込まれる。 

収益力を上げるため、１５年度は定期演奏会などを年間１１回から１

０回に減らし、その分、依頼公演を増やす。 

来場者の「基礎票」となるシリーズ会員数も順調に推移している。過

去最高を記録した１４年度の勢いを維持したい。 

最終的には、総客席数から招待分などを引いた実売可能席数を基に実

際のチケット購入率を示す「有料入場率」の改善につなげていく。 

シリーズの整理統合についても、券売の動向をみつつ、順次、機動的

に取り組んでいきたい。この一年、有料入場率でみると、休日午後２時

からのマチネーは、池袋の東京芸術劇場、横浜みなとみらいのいずれの

ホールでも有料入場率８０～９０％台を確保した。ファンの高齢化の影

響か、夜の公演よりも、土日の昼の公演のほうが好まれるという傾向が

出ている。  
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（３）よみうり大手町ホールの活用  

よみうり大手町ホールでの「読響アンサンブル・シリーズ」（年間５回）

は、１４年度は読売新聞文化事業部の主催だったが、１５年度から読響

の自主公演シリーズに組み込んだ。 

平日は午後７時半と遅めの開演にし、司会者と演奏家によるトークを

演奏前に用意して「大人のための音楽教室」の色合いを強める。会社帰

りのサラリーマンやＯＬにも足を運んでもらえるようにしたい。ソリス

トや演奏曲目を厳選し、耳の肥えたクラシックファンも満足できる内容

とした。  

一方で、同様の性格を持つ「読響カレッジ」シリーズも、改修工事を

終えた文京シビックホールで再開する。演奏作品を有名な交響曲など１

曲に絞って、コンパクトで親しみやすいレクチャー付き演奏会とした。  

 

（４）魅力度アップ  

演奏会のプログラムを一層、魅力的にすることが、結果的に収益力を

押し上げる。２０１５年度は実力、人気とも兼ね備えた指揮者、ソリス

トをそろえた。  

日本を代表するオーケストラらしい実力と見識を内外に示す企画にも

取り組みたい。たとえば、１５年９月にサントリーホールで、演奏会形

式によって全曲演奏するワーグナーの楽劇「トリスタンとイゾルデ」。初

演１５０年の節目に合わせた大掛かりな演目だ。常任指揮者カンブルラ

ンが音楽総監督を務める独シュトゥットガルト歌劇場の出演歌手を多く

起用するため、熱心な愛好家から注目を浴びている。ワーグナー研究団

体でのカンブルランのレクチャーなど新たなＰＲ手法にも挑戦する。  

 

（５）社会貢献活動  

読響は公益財団法人として社会貢献・地域貢献の面でも役割を果たし

たい。２０１４年度から読売新聞東京本社の協力を得て始めた、全国の

教育機関への特製ＣＤ寄贈プロジェクトを１５年度も継続し、読響が公

演に行けない地方へのＰＲ材としても活用する。正力厚生会とタイアッ

プして病院でがん患者らを慰問する「ハートフルコンサート」（年間６回）

は、１５年春に全４７都道府県を一巡し、２巡目に入る。エルダー楽員

らによる小中学校でのアンサンブルの「フレンドシップコンサート」（同

７回）、地域住民へクラシック音楽の楽しさを伝える「サロンコンサート」

（同約４０回）にも引き続き力を入れる。  

２  
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合　　　計

事 業 計 画 一 覧

自 主 公 演 ７３回

定 期 演 奏 会 １０回

名 曲 シ リ ー ズ １０回

東 京 芸 術 劇 場 マ チ ネ ー １０回

読響メトロポリタンシリーズ 　８回

読響カレッジ 　５回

みなとみらいホリデー名曲シリーズ 　８回

特 別 演 奏 会 ８回

都 区 内 特 別 　４回

東 京 オ ペ ラ シ テ ィ 名 曲 シリ ーズ 　６回

大阪定期演奏会 　３回

読響アンサンブル・シリーズ 　５回

地 方 特 別 　１回

サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 　２回

第 九 公 演 　１回

地 方 公 演 １２回

依 頼 公 演 ４５回

東 京 都 区 内 公 演 ３１回

テ レ ビ 出 演 　２回

１７４回

Ⅰ ＋ Ⅱ 小 計 １１８回

そ の 他 公 演 ５６回

ハ ー ト フ ル コ ン サ ー ト 　８回

フレ ン ドシ ッ プコ ンサ ート 　７回

サ ロ ン コ ン サ ー ト ４１回

３  



 

  

４  



 

  

５  

〈自主公演〉　定期演奏会 回

回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

4.10 547 サ ン ト リ ー ホ ー ル シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 小 森 輝 彦

5.13 548 〃 ｴｲｳﾞｨﾝ･ｸﾞ ﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞ･ｲｪﾝｾﾝ アンドレアス・シュ タイアー

6.5 549 〃 ユ ー リ ・ テ ミ ル カ ー ノ フ 小 山 由 美 ほ か

7.1 550 〃 フランソ ワ= グザ ヴィ エ・ ロト 郷 古 廉

9.6 551 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン エ リ ン ・ ケ イ ヴ ス ほ か

10.13 552 〃 下 野 竜 也 鈴 木 康 浩

12.4 553 〃 オ ス モ ・ ヴ ァ ン ス カ ‐

1.14 554 〃 ミ ヒ ャ エ ル ・ ボ ー ダ ー ﾌﾗ ﾝﾁ ｪｽ ｺ･ﾋ ﾟ ｴ ﾓ ﾝﾃｰ ｼﾞ

2.12 555 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン ‐

3.17 556 〃 ロ ー タ ー ・ ツ ァ グ ロ ゼ ク ‐

〈自主公演〉　サントリーホール名曲シリーズ 回

回数 会　　場 指 揮 者 共 演 者

4.15 581 サ ン ト リ ー ホ ー ル 小 林 研 一 郎 宮 田 大

5.22 582 〃 ク リス チ ャン・ リンドバ ー グ 桒 田 晃 ほ か

6.11 583 〃 ユ ー リ ・ テ ミ ル カ ー ノ フ デ ニ ス ・ マ ツ ー エ フ

7.29 584 〃 ジ ェ レ ミ ー ・ ロ ー レ ル ヴ ェ ロ ニ カ ・ エ ー ベ ル レ

9.13 585 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン エ リ ン ・ ケ イ ヴ ス ほ か

11.27 586 〃 オ ス モ ・ ヴ ァ ン ス カ エ リ ナ ・ ヴ ァ ハ ラ

12.22 587 〃 上 岡 敏 之 イ リ ー デ ・ マ ル ティネス ほか

1.7 588 〃 ミ ヒ ャ エ ル ・ ボ ー ダ ー グ ザ ヴ ィ エ・ ドゥ・ メ ス ト レ

2.4 589 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 辻 井 伸 行

3.10 590 〃 ロ ー タ ー ・ ツ ァ グ ロ ゼ ク ‐

回

回数 会　　場 指 揮 者 共 演 者

4.4 176 東 京 芸 術 劇 場 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン ‐

5.17 177 〃 ｴｲｳﾞｨﾝ･ｸﾞ ﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞ･ｲｪﾝｾﾝ 金 子 平

6.13 178 〃 ユ ー リ ・ テ ミ ル カ ー ノ フ デ ニ ス ・ マ ツ ー エ フ

8.23 179 〃 下 野 竜 也 ア ンドレ ア ス・ ブラ ンテ リド

9.20 180 〃 尾 高 忠 明 諏 訪 内 晶 子

11.28 181 〃 オ ス モ ・ ヴ ァ ン ス カ エ リ ナ ・ ヴ ァ ハ ラ

12.19 182 〃 上 岡 敏 之 イ リ ー デ ・ マ ル ティネス ほか

1.9 183 〃 ミ ヒ ャ エ ル ・ ボ ー ダ ー グ ザ ヴ ィ エ・ ドゥ・ メ ス ト レ

2.14 184 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン ‐

3.6 185 〃 ユ ー ジ ン ・ ツ ィ ガ ー ン 朴 葵 姫

回

回数 会　　場 指 揮 者 共 演 者

4.5 79 横浜み なとみら いホ ール シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン ‐

5.30 80 〃 ユ ー リ ・ テ ミ ル カ ー ノ フ 河 村 尚 子

7.25 81 〃 デニス・ラッセル・デイヴィス ﾀ ﾞ ﾆ ｴ ﾙ ・ ｹ ﾞ ｰ ﾃ ﾞ ほ か

9.21 82 〃 尾 高 忠 明 諏 訪 内 晶 子

10.3 83 〃 下 野 竜 也 セ リ ー ヌ ・ モ ワ ネ

12.20 84 〃 上 岡 敏 之 イ リ ー デ ・ マ ル ティネス ほか

2.6 85 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 辻 井 伸 行

3.12 86 〃 ロ ー タ ー ・ ツ ァ グ ロ ゼ ク ‐

10〈自主公演〉　東京芸術劇場マチネーシリーズ

〈自主公演〉　みなとみらいホリデー名曲シリーズ

月・日

8

月・日

【２０１５年度実施計画書】

10

月・日

10

月・日



 

６  
〈自主公演〉　読響メトロポリタン・シリーズ 回

回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

4.16 15 東 京 芸 術 劇 場 小 林 研 一 郎 宮 田 大

5.29 16 〃 ユ ー リ ・ テ ミ ル カ ー ノ フ 河 村 尚 子

6.24 17 〃 フランソ ワ= グザ ヴィ エ・ ロト 神 尾 真 由 子

9.11 18 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 小 曽 根 真

11.20 19 〃 オ ス モ ・ ヴ ァ ン ス カ リ ー ズ ・ ド ゥ ・ ラ ・ サ ー ル

12.25 20 〃 上 岡 敏 之 イ リ ー デ ・ マ ル ティネス ほか

2.5 21 〃 シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 辻 井 伸 行

3.4 22 〃 ユ ー ジ ン ・ ツ ィ ガ ー ン 朴 葵 姫

〈自主公演〉　読響カレッジ 回
回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

4.17 9 文 京 シ ビ ッ ク ホ ー ル 小 林 研 一 郎 ‐

6.19 10 〃 石 川 星 太 郎 ‐

8.27 11 〃 鈴 木 秀 美 ‐

1.29 12 〃 下 野 竜 也 ‐

3.25 13 〃 小 林 研 一 郎 ‐

〈自主公演〉　東京オペラシティ名曲シリーズ 回
回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

4.12 1 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ シ ル ヴ ァ ン・ カ ン ブル ラン 小 森 輝 彦

7.24 2 〃 デニス・ラッセル・デイヴィス ﾀ ﾞ ﾆ ｴ ﾙ ・ ｹ ﾞ ｰ ﾃ ﾞ ほ か

8.16 3 〃 ケ ン ＝ デ ヴ ィ ッ ド ・ マ ズ ア ‐

10.2 4 〃 下 野 竜 也 セ リ ー ヌ ・ モ ワ ネ

12.24 5 〃 上 岡 敏 之 イリーデ・マルティネスほか

3.24 6 〃 小 林 研 一 郎 田 部 京 子

〈自主公演〉　大阪定期演奏会 回
回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

6.25 11 ザ ･シ ンフ ォ ニ ー ホ ー ル フランソワ＝グザヴィエ・ロト 神 尾 真 由 子

11.21 12 〃 オ ス モ ・ ヴ ァ ン ス カ リ ー ズ ・ ド ゥ ・ ラ ・ サ ー ル

12.26 13 〃 上 岡 敏 之 吉 田 浩 之 ほ か

〈自主公演〉　読響アンサンブル・シリーズ 回
回数 会    場 指 揮 者 共 演 者

6.16 5 よ み う り 大 手 町 ホ ー ル 川 瀬 賢 太 郎 アレクサ ンダ ー・ シト コヴ ェツ キー

7.26 6 〃 ‐ 上 岡 敏 之

9.16 7 〃 下 野 竜 也 遠 藤 真 理

11.5 8 〃 ‐ 菊 池 洋 子

1.27 9 〃 ‐ 小 山 実 稚 恵

〈自主公演〉　特別演奏会／首都圏特別 回
‐ 会    場 指 揮 者 共 演 者

6.20 ‐ 大田区民ホール アプリコ 石 川 星 太 郎 仲 道 郁 代

1.21 ‐ 東 京 芸 術 劇 場 S. ス ク ロ ヴ ァ チ ェ フ ス キ ‐

1.23 ‐ 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ S. ス ク ロ ヴ ァ チ ェ フ ス キ ‐

1.30 ‐ パ ル テ ノ ン 多 摩 下 野 竜 也 ‐

〈自主公演〉　特別演奏会／地方特別 回

‐ 会    場 指 揮 者 共 演 者

1.25 ‐ アクロス福岡シンフォニーホール 小 林 研 一 郎 ‐

〈自主公演〉　特別演奏会／サマーフェスティバル 回

‐ 会    場 指 揮 者 共 演 者

8.17 ‐ 東 京 芸 術 劇 場 ケ ン ＝ デ ヴ ィ ッ ド ・ マ ズ ア ‐

8.21 ‐ 〃 下 野 竜 也 服 部 百 音 ほ か

〈自主公演〉　特別演奏会／第九公演 回

‐ 会    場 指 揮 者 共 演 者

12.18 ‐ サ ン ト リ ー ホ ー ル 上 岡 敏 之 イ リ ー デ ・ マ ル ティネス ほか

月・日

月・日

月・日

月・日

月・日

月・日

月・日

月・日

1

8

5

3

4

1

2

6

5
月・日


